
	年　度
	校　種
	講座番号

	平成２３年度
	高
	２７７２


課題解決・専門性向上講座（高・商業）
～授業設計の手法―「分かる」と「できる」～

１　ねらい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　商業科の教科指導の充実をめざし，

社会の変化に対応したマーケティン

グ分野，ビジネス経済分野に関する知
識・技術を身に付け，授業担当者としての指導力の向上を図る。
２　対象及び定員　　商業科の授業を担当している教員（講師含む）。

　（定員各Ｇ１５名） 
３　期　日　前期　 Ｇ１　商品開発　　　 　９月　８日（木）・　９月　９日（金）

後期　 Ｇ２　ビジネス経済 　１０月２８日（金）
　　　　　　　　　　　（Ｇ１，Ｇ２を両方受講、どちらかだけの受講のいずれも可）

４　会　場　Ｇ１　総合教育センター　第５研修室
（９／８：ＰＣⅢ、９／９：ＰＣⅠⅡ）
　　　　　Ｇ２　総合教育センター　第５研修室
　　　　　　　　　〒500-8384 岐阜市薮田南５－９－１ 
　　　　　　　　TEL　０５８－２７１－３４５６（教育研修課　専門研修担当）
５　当日持参資料

前期　 Ｇ１　自校で商品開発の事例がある場合は、関係資料（Ａ４判

２枚以内）を研修日の１週間前までに、デジタルデータ
を下記担当者に提出してください。

（送信先：masamura-tatsuhiro@pref.gifu.lg.jp）
後期　 Ｇ２　自校でビジネス経済分野の授業展開事例がある場合は、関係資料（Ａ４判２枚以内）を研修日の１週間前までに、デジタルデータを下記担当者に提出してください。

（送信先：masamura-tatsuhiro@pref.gifu.lg.jp）
６　日程と内容
【Ｇ１　商品開発】

１　企業等における商品開発の具体的な事例を取り上げ，ケーススタディーなどをとおして，その特徴について理解する。

２　地域産業の特徴などを踏まえて具体的な課題を設定し，商品開発の企画・開発・流通を計画する実践的・体験的な学習をとおして，商品開発に関する知識・技術を身に付ける。

【Ｇ１　商品開発】
	期　日
	時　刻
	研　修　内　容
	講　師

	第１日
9/8
(木)

	９：３０
９：４０
	【オリエンテーション】
・講座の目的，趣旨，日程説明等
	講座担当者


	
	９：４０
１２：００
	【講義・演習】商品開発の意義と手順

・商品開発の意義

・商品開発の手順と考え方
	朝日大学経営学部

教授　中畑千弘氏

	
	１３：００

１６：００
	【講義・演習】商品の企画

・環境分析

・商品開発の方針とテーマの設定
	朝日大学経営学部

教授　中畑千弘氏

	第２日
9/9
(金)

	９：３０
１２：００
	【講義・演習】商品の企画，開発，評価
・商品コンセプトの立案１
	朝日大学経営学部

教授　中畑千弘氏

	
	１３：００
１５：００
	・商品コンセプトの立案２

・市場調査，消費者評価
	朝日大学経営学部

教授　中畑千弘氏

	
	１５：００
１６：００
	【研修まとめ】
・意見交流・実践交流

・アンケートの実施等
	朝日大学経営学部

教授　中畑千弘氏

講座担当者


【Ｇ２　ビジネス経済】

１　ビジネスに必要な経済に関する基礎的な知識を習得し、経済の仕組みや概念について理解するとともに、経済事象を主体的に考える能力と態度を育成する指導方法を身に付ける。
	期　日
	時　刻
	研　修　内　容
	講　師

	第１日

10/28

(金)
	９：３０
９：４０
	オリエンテーション
・講座の目的，趣旨，日程説明等
	講座担当者

	
	９：４０

	〔講義・演習〕ビジネスと経済
・市場とビジネスの成立

・市場経済と計画経済
	城西国際大学総合経営学科准教授 阿部信太郎氏

	
	１２：００
	〔講義・演習〕価格決定と市場の役割

・価格決定の仕組み

・市場の役割と課題
	城西国際大学総合経営学科准教授 阿部信太郎氏

	
	１３：００


	〔講義・演習〕経済成長と景気循環
・国内総生産と物価

・経済成長とその要因

・景気循環とその指標
	城西国際大学総合経営学科准教授 阿部信太郎氏

	
	１５：５０
	〔講義・演習〕経済政策
・財政政策

・金融政策
	城西国際大学総合経営学科准教授 阿部信太郎氏

	
	１５：５０
１６：００
	〔研修まとめ〕

・実践交流・意見交換
・アンケートの実施
	講座担当者


□備　考
・欠席，遅刻，早退などの手続きは「受講についての案内」のページを参照の上，所定の様式にて届け出てください。
・総合教育センターの駐車場が満車の場合は，県民ふれあい会館第９駐車場に駐車してください。（駐車場は「センター案内」のページを参照してください）
平成22年度受講者の声





　











新学習指導要領の新設科目「商品開発」や「ビジネス経済」の指導内容に対応した講座です。ケーススタディーやワークショップにより実践的な研修ができました。








